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ま
ず
今
回
は
お
詫
び
か
ら
始
め
ま
す
。
下
見

の
時
に
バ
ー
ナ
ー
使
用
が
大
丈
夫
か
ど
う
か

し
っ
か
り
確
認
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
横
沢
入

で
の
昼
食
時
に
火
気
使
用
の
注
意
を
受
け
て

気
分
を
悪
く
さ
れ
た
方
ご
め
ん
な
さ
い
。
そ
れ

に
し
て
も
男
女
二
名
か
ら
の
注
意
だ
っ
た
が

こ
と
に
女
性
の
方
の
嫌
味
な
注
意
？
の
仕
方

に
は
さ
す
が
に
腹
が
立
っ
た
。
今
後
は
な
る
べ

く
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
す
の
で
お
許
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

さ
て
、
気
分
を
変
え
て
記
事
を
書
き
ま
す
。 

２
月
２
２
日
、
土
曜
日
、
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
発
７

時
４
４
分
の
ホ
リ
デ
ー
快
速
お
く
た
ま
３
号

青
梅
行
き
に
乗
車
。
西
立
川
駅
で
８
時
２
３
分

発
の
武
蔵
五
日
市
行
き
に
乗
り
換
え
だ
が
、
乗

り
換
え
検
索
で
西
立
川
駅
が
出
て
、
初
め
て
こ

こ
で
乗
り
換
え
た
が
同
じ
ホ
ー
ム
で
待
っ
て

い
る
だ
け
で
と
て
も
便
利
だ
っ
た
。 

武
蔵
五
日
市
駅
に
８
時
５
０
分
着
。
駅
内
の

ト
イ
レ
で
準
備
を
し
て
改
札
を
出
る
。
左
に
で

て
、
バ
ス
停
先
の
角
地
で
入
念
な
ス
ト
レ
ッ
チ

と
布
施
さ
ん
指
導
の
太
極
拳
で
体
を
ほ
ぐ
す
。 

９
時
３
５
分
、
及
川
さ
ん
の
先
頭
で
歩
き
出

す
。
バ
ス
停
先
の
左
側
、
交
番
の
角
を
左
に
曲

が
る
。
正
面
に
こ
ん
も
り
と
し
た
丸
み
を
帯
び

た
山
が
見
え
る
。
そ
の
右
側
に
山
頂
が
少
し
角

張
っ
た
山
が
見
え
る
。
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
向
か

う
天
竺
山
だ
。
天
竺
は
イ
ン
ド
の
こ
と
だ
が
、

全
国
に
は
い
く
つ
も
こ
の
名
前
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
こ
こ
が
ど
う
し
て
そ
の
名
前
に
な
っ
た

か
は
分
か
ら
な
い
ら
し
い
。 

信
号
で
右
側
に
渡
り
ま
た
ま
っ
す
ぐ
進
む
。 

 
９
時
４
０
分
、
五
日
市
線
の
ガ
ー
ド
手
前
を

右
に
曲
が
り
集
落
に
入
っ
て
ゆ
く
。
す
ぐ
右
、

奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
手
打
ち
の
う
ど
ん
屋
さ

ん
が
あ
る
。
蕎
麦
も
小
麦
も
自
家
栽
培
と
い
う

こ
と
だ
。
帰
り
に
寄
っ
て
み
た
い
と
い
う
話
に

も
な
っ
た
。 

 

９
時
４
５
分
、
四
つ
角
を
左
に
曲
が
る
。
右

に
曲
が
っ
て
す
ぐ
に
左
折
。
何
や
ら
ク
レ
ー
ン

車
が
い
て
樹
木
の
伐
採
を
や
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
横
を
通
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

９
時
４
７
分
、
五
日
市
線
の
踏
切
を
渡
る
。

三
内
第
二
踏
切
と
あ
り
、
小
さ
な
踏
切
で
人
と

自
転
車
し
か
通
れ
な
い
よ
う
だ
。
渡
っ
た
先
は

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
８
２
号 

２
０
２
５
年 

３
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

真
冬
の
よ
う
な
寒
い
一
日
、
８
名
で
武
蔵
五
日
市
駅
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
の
天
竺
山
か
ら
横
沢
入
を
歩
く
。 

 

前
山
に
７
名
！ 
サ
ス
ザ
ワ
山
か
ら
の
奥
多
摩
湖
は
絶
景
で
し
た
。
奥
多
摩
駅
前
で
楽
し
い
打
ち
上
げ
！ 
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緩
や
か
な
上
り
で
そ
の
先
に
鳥
居
が
見
え
る
。

鳥
居
を
超
え
た
あ
た
り
で
振
り
返
る
と
五
日

市
の
街
並
み
が
よ
く
見
え
る
。
山
並
み
も
な
か

な
か
見
事
だ
。 

山
に
入
る
と
す
ぐ
に
階
段
に
な
る
。
階
段
手

前
に
小
さ
な
祠
の
御
嶽
神
社
。（
三
内
講
）
と
あ

る
。
こ
の
地
域
（
三
内
）
で
青
梅
の
御
嶽
山
に

３
０
０
年
も
お
参
り
し
て
い
る
ら
し
い
。
そ
れ

を
記
念
し
た
祠
の
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
行
く
天

竺
山
は
三
内
神
社
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
な
お
も

階
段
を
登
っ
て
行
く
。 

 

１
０
時
、
三
内
神
社
の
拝
殿
に
到
着
。
小
休

止
。
な
か
な
か
立
派
な
拝
殿
で
境
内
も
割
と
広

い
。 

 

右
横
の
割
と
急
な
石
段
を
登
っ
て
行
く
。
登

っ
た
左
側
に
小
ぶ
り
な
金
毘
羅
宮
。
そ
の
す
ぐ

上
に
は
稲
荷
社
。
針
葉
樹
の
緩
い
山
道
を
少
し

進
む
。
そ
の
先
は
少
し
急
に
な
り
階
段
状
の
山

道
を
右
に
左
に
登
っ
て
行
く
。 

 

１
０
時
１
４
分
、

尾
根
に
出
る
。
右
、

横
沢
南
側
尾
根
。
左
、

天
竺
山
・
三
内
神
社

と
標
識
に
あ
る
。

我
々
が
登
っ
て
き

た
方
向
は
三
内
と

あ
る
。 

 

す
ぐ
に
左
側
の

景
色
が
開
け
る
。
五

日
市
の
駅
と
線
路
、
街
並
み
、
奥

に
は
山
々
、
こ
こ
か
ら
見
る

山
々
、
そ
し
て
こ
の
周
辺
は
箱
根

組
が
始
ま
っ
て
３
０
数
年
と
て

も
お
世
話
に
な
っ
た
と
こ
ろ
だ

が
、
こ
う
や
っ
て
み
る
と
と
て
も

い
い
と
こ
ろ
だ
。
今
熊
山
か
ら
の

戸
倉
三
山
も
景
色
の
中
に
入
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
駅
か
ら
３
０
分

ほ
ど
で
こ
ん
な
景
色
が
眺
め
ら

れ
る
の
は
と
て
も
い
い
。 

 

再
出
発
、
緩
や
か
な
階
段
状
を

進
む
。
少
し
平
坦
に
な
っ
た
ら
目

の
前
に
急
な
石
段
が
現
れ
る
。
か

な
り
古
い
石
段
づ
く
り
で
階
段

が
少
し
歪
ん
で
い
る
の
で
要
注

意
だ
。
慎
重
に
登
り
き
る
。 

 

１
０
時
３
２
分
、
天
竺
山
山
頂
。

三
内
神
社
に
到
着
。
こ
じ
ん
ま
り

し
て
い
る
が
し
っ
か
り
し
た
作
り

の
社
だ
。
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
休

憩
し
な
が
ら
で
も
１
時
間
以
内
で

到
着
だ
。
社
の
右
側
の
東
方
向
が

開
け
て
い
て
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
小

さ
く
見
え
た
。
新
宿
の
高
層
ビ
ル

群
ら
し
き
姿
も
見
え
る
。
記
念
撮

影
。 

 

１
０
時
４
５
分
、
下
山
開
始
。
神

社
の
裏
側
北
方
向
の
山
道
を
下
っ

３
月
２
２
日
（
土
曜
日
）
御
坂
・
黒
岳(

１
７
９
２
．
７
ｍ) 

 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ―

ス 

４
時
間
３
５
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
り
２
時
間
３
５
分
、
下
り
２
時
間
） 

 

御
坂
山
地
最
高
峰
の
黒
岳
に
登
り
ま
す
。
展
望
地
か
ら
は
北

側
か
ら
富
士
山
を
ま
っ
す
ぐ
眺
め
ら
れ
ま
す
。 

河
口
湖
駅
手
前
の
富
士
山
駅
か
ら
甲
府
行
き
の
バ
ス
に
乗

っ
て
、
三
ツ
峠
入
口
で
下
車
。
こ
こ
か
ら
御
坂
峠
経
由
で
黒

岳
を
目
指
し
ま
す
。
下
山
は
富
士
を
見
な
が
ら
南
下
し
、
柿

取
沢
を
下
り
三
ツ
峠
入
口
バ
ス
停
に
戻
り
ま
す
。 

 
 

〇
持
ち
物 

お
弁
当
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
カ
ッ
プ
、
傘
、

雨
具
、
着
替
え
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止
め
ス
プ

レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
、
他 

 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は 

３
月
２
０
日
（
木
） 

収支 

繰越     20345 円 

  

支出 

ニュース/HP 作成 500 円 

当日プリント代    80 円 

現在高     19765 円 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegum

i 

集合 ３月２２日（土曜日） 

ＪＲ新宿駅 ６：１５発 （１２番線） 

特別快速高尾行き（前から３両目車内） 
途中駅発  中野 6：20 三鷹 6：29 
国立 6：36 立川 6：42 日野 6：45 

 

豊田６：４８(乗り換え)７：００発大月行き 

７：４８ 大月着（富士急線乗り換え） 

７：５５発河口湖行き 富士山駅８：４５着 

(バス乗換・４番乗り場)９：００発 甲府行 

９：２４三ツ峠入口下車（帰りも同じバス停） 
 

交通費 新宿～富士山 片道 2,381 円 

富士山～三ツ峠入口 片道 700円 

帰りのバス 16：02 17：02 18：12…20 時
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て
ゆ
く
。
少
し
下
る
と
山
頂
を
迂
回
す
る
巻
き

道
と
合
流
す
る
。
少
し
急
な
階
段
状
と
木
の
根

の
多
い
下
り
を
慎
重
に
降
り
る
。
最
後
は
ロ
ー

プ
の
付
い
た
下
り
で
林
道
に
出
る
。 

 

１
０
時
５
７
分
、
広
い
林
道
に
降
り
る
。
左

に
行
け
ば
車
道
に
出
て
五
日
市
駅
に
行
け
る
。

山
道
を
通
ら
ず
に
横
沢
入
に
行
く
に
は
こ
の

林
道
が
便
利
だ
。
右
に
横
沢
入
へ
と
進
む
。 

 

１
１
時
１
４
分
、
横
沢
入
の
田
ん
ぼ
の
景
色

が
見
え
る
。
昔
な
が
ら
の
田
舎
の
田
ん
ぼ
の
風

景
だ
。
横
沢
入
の
保
全
活
動
を
し
て
い
る
人
だ

ろ
う
か
。
田
ん
ぼ
を
耕
運
機
で
耕
し
て
い
る
。

田
ん
ぼ
の
周
り
は
木
々
が
囲
む
よ
う
に
森
に

な
っ
て
い
る
。
田
ん
ぼ
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
に

大
き
な
屋
根
付
き
の
休
憩
所
が
あ
る
。 

 

１
１
時
半
、
昼
食
の
準
備
開
始
。
メ
ニ
ュ
ー

は
豚
汁
だ
。
気
温
が
低
く
、
風
防
ガ
ー
ド
を
忘

れ
た
の
で
な
か
な
か
沸
騰
し
な
か
っ
た
が
何

と
か
出
来
上
が
っ
た
。
皆
さ
ん
の
美
味
し
い
持

ち
寄
り
。
仕
上
げ
の
コ
ー
ヒ
ー
も
体
を
温
め
る
。 

 

布
施
さ
ん
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
あ
り
。
寒
い

な
か
２
時
間
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
終
了
。 

 

１
時
３
５
分
、
歩
き
だ
す
。
ま
っ
す
ぐ
進
む

と
突
き
当
り
右
に
曲
が
る
。
増
戸
保
育
園
の
先

右
側
に
お
寺
が
見
え
て
く
る
。
大
悲
願
寺
だ
。 

 

１
時
４
８
分
、
立
派
な
山
門
に
到
着
。 

 
「
大
悲
願
寺
は
、
１
１
９
１
年
（
建
久
２
年
）、

源
頼
朝
の
命
を
受
け
た
平
山
季
重
が
醍
醐
寺

三
宝
院
の
僧
を
招
い
て
開
い
た
と
伝
え
ら
れ

る
寺
院
。
１
６
２
３
年
（
元
和
９
年
）、
こ
の
寺

を
訪
れ
た
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗
は
、
見
事
な
白

萩
に
心
を
奪
わ
れ
た
。
寺
の
１
５
代
目
住
職
の

秀
雄
が
、
政
宗
の
弟
だ
と
。（
政
宗
の
手
紙
）
内

容
は
、
大
悲
願
寺
を
訪
れ
た
政
宗
が
庭
に
咲
い

た
白
萩
の
美
し
さ
に
心
奪
わ
れ
、
江
戸
に
帰
っ

て
か
ら
株
分
け
を
所
望
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
手
紙
の
包
み
紙
の
内
側
に
は
、
「
実
は
大
悲

願
寺
の
１
５
代
目
住
職
の
秀
雄
は
、
伊
達
輝
宗

の
末
子
で
、
伊
達
政
宗
の
弟
で
あ
る
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。」 

 
 

山
門
自
体
が
古
い
も
の
で
と
て
も
素
晴
ら

し
い
が
、
ま
っ
す
ぐ
奥
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
観
音
堂
が
ま
た
素
晴
ら
し
い
。
彫
刻
が
見
事

で
見
飽
き
な
い
。
そ
の
東
側
に
は
鐘
楼
、
そ
し

て
そ
の
先
に
は
大
き
な
本
堂
が
あ
る
。 

 

見
学
を
終
了
し
て
武
蔵
五
日
市
駅
に
戻
る
。

お
腹
が
い
っ
ぱ
い
で
う
ど
ん
屋
さ
ん
は
寄
れ

な
か
っ
た
。
ま
た
い
ず
れ
。 
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